
 

【お申し込み】2018年10月17日（水）17:00までに

こくちーず（左下のQRコード），あるいは 

Eメール（WS2018@tokuyama-u.ac.jp）または 

FAXでお申込みください。 

（神戸市中央区下山手通 6-3-28) 
■神戸市営地下鉄「県庁前」駅 西出口徒歩 5~7分 

■神戸高速鉄道「花隈」駅 徒歩 5～7分 

■JR西日本「元町」駅 徒歩 10～15分 

■阪神電鉄「元町」駅 徒歩 10～15分 

主催：公益社団法人日本語教育学会 支部活動委員会 
：科学技術振興機構（ JST ）社会技術研究開発センター ( RISTEX ) 「安全な暮らしをつくる新しい公／私空間の構築」 
「多専門連携による司法面接の実施を促進する研修プログラムの開発と実装」（研究代表者：仲 真紀子 ） 

2018 年度 公益社団法人 日本語教育学会 支部活動【関西支部】 

外国人の生活支援に関わる教職員のためのワークショップ 

日時 

会場 

対象 

2018 年 10 月 20 日 土 

(9:00 開場, 9：30～17：30) 

兵庫県中央労働センター 

先着 20 名 

参加費 

無料 

概要 

日本語が母語でない人（主に外国人）から出来事や

体験したことについて話を聴くときに，できるだけ

負担をかけずに，誘導のない方法で事実を聞き出す

方法についてワークショップを通して学びます。 

本ワークショップでは、会話能力が発達途上の子ど

もに対して開発された「司法面接」という面接法を

応用し、日本語が母語でない人から話を聴く立場に

ある方々を対象に講習を行います。 

9:00 開場 

9:30 開会の挨拶・趣旨説明 

羽渕由子（徳山大学） 

【講義】 

9:40～10:40 「外国人の日本語会話能力」 

立部文崇（徳山大学） 

10:50～12:45 「司法面接の概要」 

上宮 愛（立命館大学） 

--12:45～13:45 昼休み-- 

【演習】 

13:45～15:30 グループワーク・ロールプレイ 

【全体討論】 

15:30～17:10 ふりかえり・質疑応答 

17:10～17:30 閉会の挨拶 

プログラム 

お問い合わせ・お申込み 

外国人から体験を聴く方法 

―司法面接（NICHD ガイドライン）を学ぼう― 

外国人の生活支援に携わる方 

日本語学校教職員，国際ｾﾝﾀｰ教職員 

定員 

Eメールの場合は，①お名前，②ご所属，③連絡先電話番号，④連絡先メールアドレスをご記入

の上，メールの件名に「10/20 WS申込み」と書いてお申し込みください。 

〒745-8566 山口県周南市学園台学園台 徳山大学 福祉情報学部 羽渕由子（10/20 WS）宛 

E-mail（専用）: WS2018＠tokuyama-u.ac.jp，FAX（代表）: 0834-28-8790 

（定員に達し次第締め切ります） 



公益社団法人 日本語教育学会 2018 年度支部活動  

外国人の生活支援に関わる教職員のためのワークショップ（10/20） 

「外国人から体験を聴く方法―司法面接（NICHD ガイドライン）を学ぼう―」 

参加申込用紙 

 

FAX の方は下のフォームに必要事項をご記入の上，お送りください。 

（2018 年 10 月 17日（水）17:00 必着） 

 

 

お名前 

（ふりがな） 

 

ご連絡先 

ご住所（〒   -    ） 

 

日中連絡がとれる電話番号 
 

E-mail アドレス 
 

ご所属  

ご職業  

備考 

 
 
 
 

 

お問い合わせ先 

◆ 〒745-8566 山口県周南市学園台 徳山大学福祉情報学部 羽渕由子 

E-mail: WS2018＠tokuyama-u.ac.jp（ワークショップ専用） 

TEL: 0834-28-0411（大学代表：9 時～17 時）, FAX: 0834-28-8790（代表） 

◆ 公益社団法人 日本語教育学会 支部活動委員会 

〒101-0065 東京都千代田区西神田 2-4-1 東方学会新館 2F 

TEL: 03-3262-4291，FAX: 03-5216-7552，H.P.: http://www.nkg.or.jp 

※この企画は、日本語教育学会支部活動委員会応募企画によるものです。 

申込日： 


